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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

草
創
期
か
ら
英
語
教
育
を
重
ん
じ
て
い

た
義
塾
は
、
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
の

大
学
部
発
足
に
あ
た
り
、
文
学
、
法
律
、

理
財
の
３
科
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
（
当

時
の
総
長
は
エ
リ
オ
ッ
ト
）
に
推
薦
を
求

め
、
文
学
科
に
は
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
出
身
の

リ
ス
カ
ム
を
外
国
人
主
任
教
師
と
し
て
迎

え
て
い
る
。
そ
の
後
任
は
英
国
人
ロ
イ
ド
、

続
い
て
黒
船
で
来
訪
し
た
ペ
リ
ー
提
督
の

従
孫
ペ
リ
ー
で
あ
っ
た
。

　

当
時
は
専
攻
に
分
化
し
な
い
３
年
制
単

一
課
程
で
、講
義
科
目
に
は「
修
辞
学
」「
英

米
文
学
史
」「
漢
文
学
」「
心
理
学
」「
倫
理

学
」
な
ど
が
あ
り
、「
仏
語
」
と
「
独
逸
語
」

は
随
意
、
つ
ま
り
選
択
制
だ
っ
た
。
１
８

９
２
〜
99
年
に
は
森
鷗
外
（
林
太
郎
）
が

「
審
美
学
」
を
担
当
し
て
い
る
。

　

文
学
科
初
年
の
入
学
者
は
20
名
、
中
途

退
学
者
も
あ
り
、
最
初
の
卒
業
生
は
12
名

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
卒
業
者
数
は
一
桁
台

が
続
き
、
１
９
０
１
年
５
月
に
は
在
籍
者

が
い
な
く
な
り
、
一
時
中
断
状
態
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
１
９
０
３
年
公
布
の
「
専

門
学
校
令
」
に
伴
い
、
予
科
２
年
本
科
３

年
の
課
程
で
翌
１
９
０
４
年
に
文
学
科
が

復
活
し
た
。

　

１
９
１
０
年
の
改
革
で
文
学
・
哲
学
・

史
学
の
３
専
攻
が
制
度
化
さ
れ
、
文
学
科

主
任
（
後
の
初
代
文
学
部
長
）
に
は
、
文

学
科
第
１
回
卒
業
生
で
、
ド
イ
ツ
の
イ
エ

ナ
大
学
と
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
で
学
ん
だ
川

合
貞
一
が
就
任
し
た
。
ま
た
顧
問
に
森
鷗

外
と
上
田
敏
、
教
員
に
は
永
井
壮
吉
（
荷

風
）
が
迎
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
同
年
、
荷

風
編
集
の
『
三
田
文
学
』
が
創
刊
さ
れ
、

文
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
に
は
「
大
学

令
」
が
公
布
さ
れ
、
５
つ
の
帝
国
大
学
以

外
の
大
学
設
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
１
９
１
７
年
に
予
科
が
設

森
鷗
外
、永
井
荷
風
が
教
壇
に

『
三
田
文
学
』
創
刊
は
１
９
１
０
年

大
学
部
開
設
か
ら
１
２
５
年（
前
編
）

〜
文
学
部
・
法
学
部
の
歴
史
を
知
る
〜

１
８
９
０
（
明
治
23
）年
、
慶
應
義
塾
に
文
学
科
・
法
律
科
・
理
財
科
か
ら
な
る
大
学
部
が
開
設
さ
れ
た
。

現
在
の
文
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
お
よ
び
商
学
部
の
前
身
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
１
２
５
年
が
経
過
し
た
い
ま
、
そ
の
後
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

今
回
は
前
編
と
し
て
文
学
部
と
法
学
部
の
変
遷
を
た
ど
る
。

文
学
部

1892 年の文学科第 1回卒業生。写真中央がリスカムと同夫人

川合貞一
（1870〜1955年）
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倉
卓
造
は
、
普
通
部
教
員
と
時
事
新
報
社

社
員
を
兼
任
し
、
米
・
英
・
仏
に
留
学
後
、

政
治
学
と
国
際
法
を
教
え
１
９
２
８
（
昭

和
３
）
年
か
ら
法
学
部
長
を
務
め
た
。
戦

後
１
９
４
６
年
に
は
時
事
新
報
を
復
刊
さ

せ
、
時
の
吉
田
茂
首
相
を
支
え
た
。

　

国
際
交
流
に
目
を
向
け
る
と
、
１
９
６

２
年
か
ら
ド
イ
ツ
の
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
大
学

法
経
学
部
と
学
術
交
流
関
係
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
ま
た
１
９
８
１
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
法
学
部
と
学
術
交
流

協
定
を
締
結
。
さ
ら
に
、
韓
国
の
延
世
大

学
と
政
治
学
科
の
20
年
を
越
え
る
学
術
交

流
な
ど
、
国
際
的
な
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
。

　

１
９
６
６
年
に
三
田
法
曹
会
の
支
援
に

よ
り
発
足
し
た
「
司
法
研
究
室
」
は
法
学

部
の
付
設
機
関
で
あ
り
、
司
法
試
験
や
公

務
員
試
験
合
格
を
目
指
す
塾
生
・
塾
員
へ

受
験
指
導
な
ど
を
行

い
、
合
格
者
増
に
貢

献
し
た
。
そ
の
後
、
司

法
研
究
室
の
役
割
は

「
法
学
研
究
所
」
と

２
０
０
４
年
設
置
の

大
学
院
法
務
研
究
科

（
法
科
大
学
院
）
に

引
き
継
が
れ
て
い
る
。

立
さ
れ
て
い
た
医
学
科
を
加
え
、
１
９
２

０
年
に
義
塾
は
文
・
経
・
法
・
医
の
４
学

部
を
擁
す
る
私
立
の
総
合
大
学
と
な
っ
た
。

　

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
、
文
学
部
に

日
本
初
の
図
書
館
学
科
が
設
置
さ
れ
た
。

駐
留
米
軍
の
戦
後
改
革
の
一
環
で
、
日
本

の
大
学
の
中
か
ら
設
置
大
学
と
し
て
義
塾

が
選
ば
れ
た
の
だ
。
選
考
者
で
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
図
書
館
学
科
長
の
ギ
ト
ラ
ー
が
英

訳
『
福
翁
自
伝
』
を
読
み
、
福
澤
諭
吉
に

感
銘
を
受
け
た
の
が
決
め
手
と
な
っ
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
同
学
科
は
図
書
館
・
情

報
学
科
（
現
在
は
専
攻
）
と
な
っ
た
。

　

文
学
部
は
２
０
０
０
年
に
人
文
社
会
学

科
の
一
学
科
17
専
攻
と
な
り
、現
在
に
至
る
。

　

文
学
科
と
同
じ
く
、
１
８
９
０
（
明
治

23
）
年
に
設
置
さ
れ
た
大
学
部
法
律
科
の

初
代
主
任
教
師
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
出

身
の
ウ
ィ
グ
モ
ア
で
あ
る
。
当
初
は
英
法

中
心
の
教
育
が
行
わ
れ
た
が
、
帝
国
憲
法

発
布
（
１
８
８
９
年
）
以
後
、
国
内
の
法

律
が
ド
イ
ツ
に
倣な
ら

っ
て
整
備
さ
れ
る
と
と

も
に
、
成
文
法
の
国
内
法
教
育
へ
と
変
化

し
て
い
っ
た
。

　

法
律
科
第
１
回
卒
業
生
の
神
戸
寅
次
郎

は
、
派
遣
留
学
生
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
、

ハ
レ
大
学
で
学
び
、
法
学
博
士
の
学
位
を

取
得
、
帰
国
後
は
義
塾
の
専
任
教
員
、
法

学
部
長
と
な
る
。
東
京
帝
大
の
鳩
山
秀
夫

博
士
に
「
日
本
法
律
学
の
中
枢
は
本
郷
か

ら
三
田
に
移
っ
た
」
と
い
わ
せ
る
ほ
ど
脚

光
を
浴
び
、 

”三
田
法
学
“
の
伝
統
の
礎

を
つ
く
っ
た
。 

　

１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
、
義
塾
が
総

合
大
学
と
な
る
に
際
し
、
１
８
９
８
（
明

治
31
）
年
に
設
置
さ
れ
た
政
治
科
と
合
併

し
、
そ
れ
ぞ
れ
法
学
部
法
律
学
科
、
政
治

学
科
と
な
っ
た
。

　

１
９
０
３
年
に
政
治
科
を
卒
業
し
た
板

“
三
田
法
学
”の
礎
を
つ
く
っ
た

大
学
部
１
期
生
の
神
戸
寅
次
郎

法
学
部

訂
正　

�『
塾
』
第
２
８
８
号
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
「
義
塾
の
留
学
」
に
掲
載
し
た
写
真
の
説
明
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
17
ペ
ー
ジ
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ド
・
メ
ア
リ
ー
大
学
と
し
て
い
る
写
真
は
、
正
し
く
は
同
大
学
へ

の
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
訪
問
す
る
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C.

内
の
様
子
を
写
し
た
も
の
で
す
。
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
は
同
大
学
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。		



Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.keio.ac.jp/ja/about_keio/publications/juku/contents12/index.htm

l

写真提供：福澤研究センター

法学会の模擬裁判の様子（1955 年）。法学会は、
もともとは 1899 年頃に法律科の学生を中心に
結成された自治組織

板倉卓造の講義風景

神戸寅次郎
（1865 〜 1939 年）


